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き ゅ ー は く 女 子 考 古 部

穴 場 的

太 宰 府 あ る き

太 宰 府 の 歴 史 ガ イ ド ブ ッ ク 『 麗 し 太 宰 府 』 の

著 者 ・ 前 野 り り え さ ん に 「 え 、 こ ん な と こ あ っ た の ？ 」

と い う 太 宰 府 の 穴 場 的 名 所 を 教 え て も ら い ま し た ！

大 宰 府 政 庁 や 太 宰 府 天 満 宮 が 出 現 す る も っ と も っ と 前 、

古 代 の 大 宰 府 を 感 じ ら れ る ス ポ ッ ト で す

ナ ビ ゲ ー タ ー

前 野 り り え
『 麗 し 太 宰 府 』 著 者

丸 い イ ヤ リ ン グ も 出 土 し た
丘 の 上 の 古 墳

古 墳 が 少 な い 太 宰 府 。

陣 ノ 尾 古 墳 は 古 墳 時 代 の 終 わ り に 造 ら

れ た 古 墳 で す 。 横 穴 式 石 室 が あ る 円 墳 で

鉄 製 の や じ り や イ ヤ リ ン グ な ど が 出 土

し ま し た 。

箱 式 石 棺 に
眠 っ て い た の は だ れ ？

文 化 ふ れ あ い 館 の 中 庭 に 太 宰 府 市 内 か ら

出 土 し た 古 墳 時 代 の 3 基 の 箱 式 石 棺 が 展

示 さ れ て い ま す 。 右 が 宮 ノ 本 遺 跡 7号 墳 （ 向

佐 野 ） 、 真 ん 中 が 成 屋 形 遺 跡 （ 水 城 ） 、 左

が 宮 ノ 本 遺 跡 6 号 墳 の も の 。 当 時 こ の あ

た り を 支 配 し て い た 人 た ち が 、 こ の 中 に

眠 っ て い た ん で す ね 。

コ ラ ム

ま だ ま だ あ る !  注 目 ス ポッ ト

◆  石 穴 神 社 の 奥 の 院
古 代 の 神 秘 的 な 自 然 崇 拝 の 場

　 巨 石 の 重 な り 全 体 が 、 古
代 か ら 神 が 降 り 立 つ 磐 座 （ い
わ く ら ） と さ れ て き ま し た 。
最 奥 の 穴 が 奥 の 院 。 山 の 緑
と 巨 石 が 重 な る こ の 場 所 は 、
自 然 を 畏 敬 し た 気 持 ち が 伝
わ っ て く る 神 秘 的 ス ポ ッ ト 。

◆  田 中 の 森
神 話 の 時 代 の 人 、 田 中 熊 別 の お 墓

　 神 武 天 皇 は 、 古 事 記 や 日
本 書 紀 に 登 場 す る 初 代 天 皇 。
こ こ は 、 そ の 神 武 天 皇 に 仕
え た 田 中 熊 別 の 墓 と い わ れ
て い ま す 。 神 武 天 皇 が 四 王
寺 山 に 仮 宮 を 建 て た 時 に 警
護 を 命 じ た の だ そ う 。

陣 ノ 尾 １ 号 墳
1

文 化 ふ れ あ い 館
庭 の 箱 式 石 棺

2

く ま わ け

① 陣 ノ 尾 1  号 墳

住 所 　 福 岡 県 太 宰 府 市 国 分 2  

② 太 宰 府 市 文 化 ふ れ あ い 館

住 所 　 福 岡 県 太 宰 府 市 国 分 4 - 9 - 1

T E L 0 9 2 - 9 2 8 - 0 8 0 0 　 時 間 　 9 :0 0 ～ 1 7 :0 0

休 館 日 　 月 曜 　 （ 祝 日 の 場 合 は 最 初 の 平 日 ）

入 場 料 　 無 料

石 穴 神 社 の 奥 の 院

住 所 　 福 岡 県 太 宰 府 市 石 坂 2 - 1 3 - 1

田 中 の 森

住 所 　 福 岡 県 太 宰 府 市 都 府 楼 南 1

き ゅ ー は く 巡 り の ス ス メ
文 化 交 流 展 示 室 に は 考 古 資 料 の 展 示 が た く さ ん ！

年 間 3 0 0 回 の 展 示 替 え が あ る の で 、 来 る た び に

新 し い 発 見 が あ る よ ！ 特 に こ の ３ つ が お ス ス メ ！
◯ 住 所  福 岡 県 太 宰 府 市 石 坂 4 - 7 - 2

◯ T E L  0 5 0 - 5 5 4 2 - 8 6 0 0 （ N T T ハ ロ ー ダ イ ヤ ル ）

◯ 観 覧 料 （ 文 化 交 流 展 示 室 ） 

　 大 人 4 3 0  円 （ 2 2 0 円 ） 、  大 学 生 　 1 3 0  円 （ 7 0 円 ）
　  ＊ （ 　 ） 内 は 有 料 の 方 が 2 0 名 以 上 の 場 合 の 団 体 料 金 。
　  ＊ 障 害 者 手 帳 等 を ご 持 参 の 方 お よ び そ の 介 護 者 1 名 、 高 校 生 以 下 、 1 8 歳
　     未 満 、 7 0 歳 以 上 、 キ ャ ン パ ス メ ン バ ー ズ 会 員 は 無 料 で す 。 展 示 室 入 口 で
　     証 明 書 を ご 提 示 く だ さ い 。 詳 し く は  H P で ご 確 認 く だ さ い 。
　  ＊ 特 別 展 は 別 料 金 。

◯ 開 館 時 間 　 9 :3 0 ～ 1 7 :0 0 （ 入 館 は 1 6 :3 0  ま で ）

　 ＊ 閉 館 時 間 は 変 更 さ れ る こ と が あ り ま す 。

◯ 休 館 日 　 毎 週 月 曜 日 （ 月 曜 日 が 祝 日 ・ 振 替 休 日 の 場 合 は 翌 日 ）

九 州 国 立 博 物 館 D A T A

お 待 ち し て い ま す ！

太 宰 府 の

史 跡 の 代

表 格 、 国 の

特 別 史 跡

で あ る 水

城 跡 か ら 出 土 し た 木 樋 （ 古 代 の 導

水 管 ） 。 水 城 は 約 1 3 5 0 年 前 に 百 済

の 技 術 を 用 い て 作 ら れ ま し た 。 ど

の よ う に し て 作 ら れ た か は 模 型 で

チ ェ ッ ク ！

土 で 作 ら

れ た 甕 の

形 の 棺 。

二 つ を 組

み 合 わ せ

て 使 わ れ て い た 。 中 は ど う な っ て

い た の か 、 何 が 入 れ ら れ て い た の

か が よ く わ か る 模 型 。

古 墳 女 子 に オ ス

ス メ な の が コ レ 。

な か な か 入 れ な

い 内 部 の 構 造 が

わ か る ほ か 、 文 様 の 謎 が バ ー チ ャ

ル 映 像 で 明 ら か に ?!

① 水 城 の 木 樋 （ 無 料 ゾ ー ン ） ② 甕 棺 の 模 型 ③ 装 飾 古 墳 バ ー チ ャ ル シ ア タ ー

グ ッ ズ は

コ レ

き ゅ ー は く オ リ ジ ナ ル 野 帳
考 古 学 者 必 須 ア イ テ ム 。 装 飾 古 墳
の 模 様 を あ し ら っ た オ リ ジ ナ ル の
野 帳 は 3 7 8 円 （ 税 込 ） 、 1 階 ミ ュ ー ジ
ア ム シ ョ ッ プ で ！

じ ん お

も く ひ



S C H E D U L E

A N D

C O N T E N T S

7  月  オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

8  月  バ ッ ク ヤ ー ド ツ ア ー

9  月  古 墳 測 量 体 験  &  装 飾 古 墳 館 見 学  &  デ ィ ー プ な 古 墳 巡 り

1 0  月  博 多 の 遺 跡 巡 り

1 1  月  古 代 料 理 ＆ キ ャ ン プ 体 験

1 2  月  古 代 服 作 り

1  月  遺 跡 チ ョ コ 作 り

2  月  土 器 作 り

3  月  き ゅ ー は く 女 子 考 古 部 サ ミ ッ ト

P. 1............  き ゅ ー は く 女 子 考 古 部 と は ？

P. 2............  年 間 ス ケ ジ ュ ー ル

P. 3............  7  月  き ゅ ー は く 女 子 考 古 部 、 初 顔 合 わ せ ！

　 　 　 　 　 8  月  考 古 学 の 基 本 を 学 ん で 、 九 博 を 知 る

P. 4............  9  月  女 子 的 古 墳 測 量 体 験 +  土 器 講 座

P. 5............  1 0  月 女 子 的 博 多 の 遺 跡 巡 り

P. 7............  1 1  月 女 子 的 古 代 （ 風 ） 料 理 を 食 べ よ う ！

P. 9............  1 2  月 女 子 的 貫 頭 衣 ＆ ア ク セ サ リ ー 作 り

P. 1 1 .........  1  月  女 子 的 チ ョ コ 作 り

P. 1 3 .........  2  月  女 子 的 土 器 作 り

P. 1 5 .........  番 外 編 　 D A Z AI F U M E G U RI

P. 1 7 .........  貫 頭 衣 コ レ ク シ ョ ン

P. 1 9 .........  私 と 考 古 学

P. 2 1 .........  古 代 食 レ シ ピ

P. 2 2 .........  恋 す る 考 古 学 　 編 集 後 記

穴 場 的 太 宰 府 あ る き  

き ゅ ー は く 巡 り の ス ス メ

目 次

き ゅ ー は く 女 子 考 古 部 年 間 ス ケ ジ ュ ー ル

き ゅ ー は く 女 子 考 古 部 と は ？

岸 本  圭 顧 問 よ り 一 言

部 員 た ち の 豊 か な 発 想 力 や 行 動 力 に 圧 倒 さ れ て

こ ち ら も た い へ ん 刺 激 に な り ま し た 。

こ う し た 力 が 考 古 学 の 原 動 力 で す ！

K y u h a k u   G i r l s   A r c h a e o l o g i c a l   C l u b

九 州 国 立 博 物 館 が 考 古 好 き の 女 子 の た め に 発 足

し た 部 活 で す 。

3 0 名 の 女 子 が 毎 月 1 回 楽 し く 活 動 し て い ま す 。

活 動 の 内 容 は 、 古 墳 め ぐ り や 古 代 食 作 り な ど 、

部 員 が や り た い こ と を 決 め て 実 施 。 わ か ら な い

事 は き ゅ ー は く の 考 古 担 当 研 究 員 が 優 し く 教 え

ま す 。

毎 月 の 活 動 報 告 な ど 詳 し く は 九 博 ブ ロ グ で ！

htt p: / / k y u h a k u.j u g e m.j p /
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4 3

き ゅ ー は く 女 子 考 古 部 、初 顔 合 わ せ ！

月

き ゅ ー は く 女 子 考 古 部 、初 顔 合 わ せ ！

7
テ ー マテ ー マ

そ し て 伝 説 は 始 ま っ た

…

考 古 学 の 基 本 を 学 ん で 、九 博 を 知 る

月

考 古 学 の 基 本 を 学 ん で 、九 博 を 知 る

8
テ ー マ

九 博

バ
ッ
ク ヤ ー ド ツ ア ー

　 夏 も 本 番 を 迎 え た

7
月 吉 日 。 九 博 の

研 修 室 に 集 ま っ た き ゅ ー は く 女 子 考 古部 メ ン バ ー 。 皆 さ ん お し ゃ れ な 今 時 の女 性 と い う 印 象 で す が 、 よ く 見 る と 前方 後 円 墳 の ア ク セ サ リ ー を 身 に 付 け てい た り 、 自 己 紹 介 で 答 え た 「 好 き な 遺跡 」 が や た ら マ ニ ア ッ ク だ っ た り

‥

。

マ ネ ー ジ ャ ー も 「 み ず ら 」 を 結 っ て いる あ た り 、 す で に カ オ ス な 空 気 感 が漂 っ て い ま し た 。　 ひ と ク セ も ふ た ク セ も あ り そ う な 女性 陣 を 前 に 、 唯 一 の 男 性 と な っ た 岸 本顧
問
の
困
っ
た

よ う な 笑 顔が 印 象 的 なオ リ エ ンテ ー シ ョ ンで し た 。

　 早 く も

2
回 目 と な っ た 部 活 動 。 ま ず

は 、 前 回 記 入 し た プ ロ フ ィ ー ル を 元 にマ ネ ー ジ ャ ー の 力 作 ・ 写 真 付 き 部 員 名簿 が 配 布 さ れ ま し た 。 な ん と な 〜 く 名前 と 顔 が 一 致 し て き た と こ ろ で 班 分け 。 自 称 人 見 知 り が 多 い 考 古 女 子 で すが 、 さ す が に 同 好 の 士 。 ど ん な 企 画 にし よ う か と 、 各 班 で 盛 り 上 が っ て い たよ う 。　 そ の 後 、 マ ネ ー ジ ャ ー が 「 ま ず 、 九博 を 知 っ て 欲 し い 」 と 企 画 し た 、  「 文化 交 流 展 示 室 」 と バ ッ ク ヤ ー ド ツ ア ーへ 出 発 。し か も 、 今回 は 女 子 考古 部 特 別バ
ー
ジ
ョ
ン
！

裏 の 裏 ま で見 ち ゃ い まし た 。

九 博 の こ れ ま で の 考
古 学 系 イ ベ ン ト な ど
を 紹 介 。 マ ネ ー ジ ャ ー
の ノ リ ノ リ な 弥 生 人
姿 に 親 近 感 。

最 初 に 今 後 の 活 動 を
決 め る 大 事 な 班 分 け 。  
5 班 に 分 か れ て 、 そ れ
ぞ れ 活 動 内 容 を 打 ち
合 わ せ 。

お 待 ち か ね の 考 古 学 講
座 。 展 示 室 で 実 物 を 見
な が ら 説 明 を 聞 く と い
う な ん と も 豪 華 な シ
チ ュ エ ー シ ョ ン ！

J R 桂 川 駅 集 合 。
の ど か な 田 園 地 帯 を
テ ク テ ク 。

極 め 付 け に 、 「 女 子 考
古 部 ス ペ シ ャ ル 版 バ ッ
ク ヤ ー ド ツ ア ー 」 を 体
験 。 普 段 は 入 る こ と が
で き な い 施 設 に 入 れ て
感 激 ！

部 員 の 自 己 紹 介 。 緊
張 気 味 な が ら も 、 掘
り 下 げ る と と ん で も
な い も の が 出 て き そ う 。

部 長 と 副 部 長 を 決 め
て 、 今 後 の 活 動 会 議 。
古 墳 を 作 り た い 、 な
ど 、 ア イ デ ア と 妄 想
が い い 感 じ に 混 じ っ
た 企 画 案 が 噴 出 ！

マ ネ ー ジ ャ ー の 「 自
毛 で み ず ら 」 を 見 て
挑 戦 す る 女 子 が 続 出 。
髪 を 伸 ば そ う と 決 意
し た 人 も 。

女 子 的 古 墳 測 量 体 験 ＋ 土 器 講 座

月

女 子 的 古 墳 測 量 体 験 ＋ 土 器 講 座

9集 合

1

1

1

2

2

2

こ こ は ま だ ま だ 謎 が 多 い 遺 跡
だ そ う 。 チ ー ム ワ ー ク が 試 さ
れ る 測 量 作 業 に 悪 戦 苦 闘 。

仏 教 の 供 養 塔 「 宝 篋 印 塔 」 が あ る 事 か ら こ
の 名 が 付 い た と か 。 一 見 、 普 通 の 丘 で す が 、
古 代 の ロ マ ン を 感 じ ま す 。

4

3

3

本 物 の 土 器 を 使 っ た 考 古 学 講 座 。

弥 生 時 代 の 古 い も の か ら 新 し い も

の ま で 、 並 べ て 見 る と そ の 違 い は

明 ら か 。 大 き な 甕 棺 も 見 せ て も ら

い 大 満 足 ！

王 塚 装 飾 古 墳 館

5

4

遠 賀 川 流 域 で 最 古 級 、 最 大 級 の 前 方
後 円 墳 と さ れ る 金 比 羅 山 古 墳 も 見 学 。

金 毘 羅 山 古 墳

ホ ー ケ ン ト ウ 古 墳

い よ い よ 本 格 的 な 活 動 ス タ ー ト ！

今 回 の 舞 台 は
コ チ ラ ! 蚊 に 襲 わ れ る ～!!

王 塚

装 飾 古 墳 館

王 塚 古 墳 は  6  世 紀 中

ご ろ に 造 ら れ た と さ

れ る 前 方 後 円 墳 。 第

一 級 の 装 飾 古 墳 と し

て 、 国 の 特 別 史 跡 に

指 定 さ れ て い る 。 王

塚 古 墳 築 造 当 時 の 石

室 の 再 現 を 中 心 に 、

全 国 の 代 表 的 な 装 飾

古 墳 な ど を 紹 介 。

◇ 住 所

福 岡 県 嘉 穂 郡 桂 川 町 寿 命 3 7 6

◇ T E L

0 9 4 8 - 6 5 - 2 9 0 0

◇ 時 間

9 ： 0 0  ～ 1 6 ： 3 0

◇ 休 み

月 曜

◇ 入 場 料

大 人 3 2 0  円 、 中 高 生 1 6 0  円 、

小 学 生 1 0 0  円

◇ U R L

htt p:// w w w.t o w n. k ei s e n.f u k

u o k a.j p/ o u z u k a/i n d e x. ht ml

け い せ ん

か め か ん

こ ん ぴ ら や ま

特 別 史 跡 王 塚 古 墳
お う づ か こ ふ ん

3

ほ う き ょ う い ん と う

バ ッ ク ヤ ー ド を 案 内 す る 今 井 涼 子 副 顧 問

天 神 山 古 墳
や まじ んて ん

お う

そ う こ ふ ん か んし ょ く

づ か
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女 子 的 博 多 の 遺 跡 巡

り

月

女 子 的 博 多 の 遺 跡 巡

り

班 長

 

大 嶌

 洋 子

 

副 班 長

 

大 畠

 祐 子

 

酒 村

 ゆ ず み

 
 

前 野

 り り え

 

猪 原

 恵 美

 
 

猪 原

 和 花

顧 問 の 説 明 を 聞 き な が ら 館 内 を 見 学 。
貫 頭 衣 を 着 て 古 代 の 道 具 を 体 験 。

集 合 は 板 付 遺 跡 弥 生 館 前 。 ま ず は 館 の
職 員 の 方 か ら 板 付 遺 跡 発 見 と 調 査 の 歴
史 の レ ク チ ャ ー を 受 け る 。

こ こ で 野 外 ど ん ぐ り 講 座 開 講 。 お や つ
は 「 マ テ バ シ イ 」 と 「 ス ダ ジ イ 」 で ワ
イ ル ド に 。

古 代 米 の 田 ん ぼ を 見 つ つ 移 動 。 板 付 遺
跡 だ け に 貫 頭 衣 姿 が す っ か り 板 に 付 い
て き た ！ ？

館 内 に あ る 鍬 や 土 器 は お 触 り  O K!
杵 や 臼 に よ る 脱 穀 に も チ ャ レ ン ジ ！

舞 い ぎ り 式 や 弓 ぎ り 式 な ど い ろ い ろ な
方 法 の 「 火 お こ し 」 に 挑 戦 ！

引 き 続 き 、 金 隈 遺 跡 展 示 館 へ G O ！ 以
前 見 た 「 甕 棺 」 を 直 で 見 て 感 激 ！ そ の
後 は 、 質 疑 応 答 タ イ ム 。

竪 穴 式 住 居 に て 、 当 時 の 生 活 に つ い て
再 現 ド ラ マ 「 渡 る 世 間 は 土 器 ば か り 」
を 熱 演 ！

板 付 遺 跡 弥 生 館

日 本 最 古 の 稲 作 集 落
跡 。 出 土 品 展 示 に 加
え 、 火 お こ し 体 験 な
ど も で き る 。

◇ 住 所

福 岡 市 博 多 区 板 付 3- 2 1- 1

◇ T E L

0 9 2- 5 9 2- 4 9 3 6

◇ 時 間

9 ： 0 0  ～ 1 7 ： 0 0

※ 入 園 は 3 0  分 前

◇ 休 み

年 末 年 始

◇ 入 場 料

無 料

弥 生 時 代 の 共 同 墓 地
遺 跡 。 1 0 0 基 以 上 の
甕 棺 が 当 時 の 姿 の ま
ま 見 学 で き る 。

◇ 住 所

福 岡 市 博 多 区 金 の 隈 1- 3 9- 5 2

◇ T E L

0 9 2- 5 0 3- 5 4 8 4

◇ 時 間

9 ： 0 0  ～ 1 7 ： 0 0

※ 入 園 は 3 0  分 前

◇ 休 み

年 末 年 始

◇ 入 場 料

無 料

● 虫 に 注 意 ！

ど ん ぐ り に は 虫 が 入 っ て い る こ と も 。

水 に 入 れ て 、 浮 か ん で く る も の は 虫 食 い ど ん ぐ り 。

10
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メ ン バ ー

ど ん ぐ り を 探 そ う ！
・ ど ん ぐ り の 選 び 方 ・

煙 が あ が っ た !

か 、 堅 い ！

ち ょ っ と 炒 っ た 方 が

美 味 し い ！
中 は 意 外 に 広 い ！

今 回 の 舞 台 は
コ チ ラ !

金 隈 遺 跡 展 示 館

56

● 歴 史 公 園 が 狙 い 目 ！

ど ん ぐ り 探 し は 「 ～ 古 代 の 森 」 や 「 古 墳 公 園 」

な ど の 歴 史 公 園 や 史 跡 に 行 く と 見 つ け や す い 。

山 は 木 が 多 い の で 探 す の が 大 変 。

ア ク 抜 き せ ず に

食 べ ら れ る ど ん ぐ り

マ テ バ シ イ

お し り が 凹 ん で

い る の が 特 徴 。

ス ダ ジ イ

小 さ く て 黒 っ ぽ い 。

と ん が り と 衣 装 が 特 徴 。

ど ん ぐ り 界 ト ッ プ

ク ラ ス の お い し さ ！

部 員 の

コ メ ン ト

● こ だ わ っ た 点 や 工 夫 し た 点

　 最 初 の 活 動 な の で 、 で き る だ け 誰 で も 参 加 し や す く 、 分 か り や す い 内 容 に し た い と 思 い ま し た 。

● 苦 労 し た 点 は ？

　 最 初 の 方 の 活 動 の た め 、 予 備 知 識 が 無 く 、 ど の 様 に 動 い て い い か も 分 か ら な か っ た で す 。

● 実 施 後 の 感 想 は ？

　 私 自 身 、 初 め て の 場 所 だ っ た の で か な り 楽 し め ま し た 。 他 の 方 も 喜 ん で も ら え た よ う で す 。

● 家 族 や 友 人 な ど の 反 応 は い か が で し た か ？

　 当 日 の 写 真 を 見 た 娘 か ら 、 か な り 質 問 攻 め に あ っ た の で 、 興 味 は 湧 い た み た い で す （ 笑 ）

私 た ち が

　 担 当 し ま し た ！

い た づ け い せ き や よ い か ん

か ね の く ま い せ き て ん じ か ん

12
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女 子 的 古

代
（
風
）料 理 を

食
べ
よ う ！

月

女 子 的 古

代
（
風
）料 理 を

食
べ
よ う ！

セ リ な ど の 野 草 や 食 器 代 わ り に 使 う ハ
ラ ン （ 大 判 の 葉 っ ぱ ） 、 飯 盆 が わ り の
竹 を 採 取 。

ま ず は 、 石 を 組 ん で 炉 を 設 営 。 火 お こ
し 器 で 火 を お こ す 。

フ タ か ら 水 蒸 気 が 上 が れ ば 完 成 。 鉈 で
竹 を 割 っ て 、 お 米 を 取 り 出 す 。

切 り 出 し た 竹 は 、 節 の 中 央 に 穴 を 開 け 、
古 代 米 を 入 れ る 。 竹 は 一 節 で 2 合 が 目
安 。 フ タ を し て 火 に く べ る 。

ど ん ぐ り 粉 、 す り お ろ し た 山 芋 、 ひ き
肉 、 く る み 、 卵 を 混 ぜ て 焼 く 。

昆 布 で 出 汁 を と り 、 大 根 や サ ト イ モ な
ど の 野 菜 を 角 切 り に 。 ひ た す ら 煮 込 む 。
か な り 薄 味 な の で 、 塩 を 加 え て 調 整 。

食 後 は 、 メ ン バ ー の 平 井 姉 妹 お 手 製 の
お や つ の ど ん ぐ り ク ッ キ ー を い た だ い
た り 、 弓 矢 飛 ば し に 挑 戦 ！

新 鮮 な 猪 肉 （ 女 子 考 古 部 部 長 が さ ば い
た ！ ） や キ ノ コ な ど も 焼 い て 完 成 。
 各 レ シ ピ と 材 料 は  P 2 1 を 見 て ね ！

平 塚 川 添

遺 跡

弥 生 時 代 の 濠 を 巡 ら

せ た 集 落 跡 で 国 指 定

史 跡 。 公 園 内 に は 当

時 の 住 居 や 倉 庫 が 再

現 さ れ て お り 、 見 学

も 可 能 。

◇ 住 所

福 岡 県 朝 倉 市 平 塚 4 4 4- 4

平 塚 川 添 遺 跡 公 園

◇ T E L

0 9 4 6- 2 1- 7 9 6 6

（ 平 塚 川 添 遺 跡 公 園 ）

0 9 4 6- 2 2- 0 0 0 1

（ 朝 倉 市 教 育 部 文 化 課 ）

◇ 時 間

6 月 ～ 8 月

9 ： 0 0  ～ 1 8 ： 3 0

9 月 ～ 5 月

9 ： 3 0  ～ 1 6 ： 3 0

※ 入 園 は 3 0  分 前 ま で

◇ 休 み

毎 週 月 曜

◇ 入 場 料

無 料

　  米 一 合 （ 一 人 ）

　  調 味 料

　  ふ き ん

　  軍 手

　  お や つ

　  キ ノ コ や 猪 肉 な ど

　  （ 焼 い て 食 べ た い も の ）

そ の ほ か 、 土 器 類 や 火 お こ し の 道 具 、

貫 頭 衣 、 弓 矢 な ど は 、 今 回 の 活 動 の た め

に 特 別 に お 借 り し ま し た 。

11
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メ ン バ ー
当 日 用 意 し た

道 具 は コ チ ラ ！

深 鉢 形 の 土 器 は 口 が 狭 く

蒸 発 し に く い の で 、

煮 炊 き に ぴ っ た り ！

竹 は か な り 熱 い の で

ヤ ケ ド に 注 意 ！

今 回 の 舞 台 は
コ チ ラ ! 火 お こ し 班

準 備 !
採 取 班
出 動 !

太 古 菜

ス ー プ

作 り

縄 文

ク ッ キ ー

古 代 米

お に ぎ り

作 り

78

班 長

 

平 井

 う ら か

 

田 川

 麻 衣

 

平 井

 さ く ら

 

今 橋

 美 紅

 

平 井

 す み れ

 

小 柳

 綾 夏

な た

た い  こ    な

食 後 の

お 楽 し み

い た だ き ま ～ す !!

① 火 お こ し 器 （ 写 真 ） の 先

端 に 乾 燥 さ せ た セ イ タ カ ア

ワ ダ チ ソ ウ を 付 け 、 下 に 置

い た 板 の 穴 に セ ッ ト 。 死 に も

の 狂 い で 腕 を 上 下 さ せ る 。

② 摩 擦 で 煙 が 上 が っ て 、

黒 い お が く ず が 出 て き た

ら 、 そ の 粉 を 燃 え や す い 素

材 に 移 す 。

③ 空 気 を 送 り 込 み 、 火 を 大

き く し て 落 ち 葉 や 細 い 枝 な

ど に 種 火 を 移 す 。

火 お こ し の 方 法 ～ 舞 い ぎ り 編 ～

麻 ひ も を ほ ぐ し た も の

完 成 ！古 代 フ ル コ ー ス

い

ひ ら つ か か わ ぞ え

せ き

部 員 の

コ メ ン ト

私 た ち が

　 担 当 し ま し た ！

● こ だ わ っ た 点 や 工 夫 し た 点

　 古 代 の 食 事 の 再 現 。 短 時 間 で 調 理 し や す く 、 現 代 人 の 味 覚 に も 合 う も の を 考 え ま し た 。

● 苦 労 し た 点 は ？

　 ど ん ぐ り 拾 い は 量 が 拾 え ず 苦 労 し ま し た が 、 食 料 調 達 の 苦 労 を 身 に し み て 感 じ ま し た 。

● 実 施 後 の 感 想 は ？

　 本 物 の 土 器 を 使 っ て 、 食 べ て 。 古 代 の 生 活 を 少 し 覗 く こ と が で き た の で は な い で し ょ う か 。

● 家 族 や 友 人 な ど の 反 応 は い か が で し た か ？

　 家 族 か ら は 大 変 ね ～ と (  笑 ) 。 ど ん ぐ り ク ッ キ ー な ど は 好 評 で し た ♪

2 1
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　  裁 縫 道 具

　  ミ シ ン （ あ れ ば 便 利 ！ ）

　  シ ー チ ン グ 布

　  布 用 絵 の 具

　  貝 殻 （ 今 回 は ア ワ ビ 、 ア サ リ 、 ヒ オ ウ ギ ガ イ 、

　 　 シ ロ ガ イ 、 シ ジ ミ な ど を 使 い ま し た ）

　  工 具

　 　 左 か ら

　 　 か な づ ち 、 や す り 、

　 　 ハ ン ド ド リ ル 、 ペ ン チ 、

　 　 キ リ

　  勾 玉 用 の 滑 石 （ パ ワ ー ス ト ー ン の 店 や

　 　 美 術 教 材 店 に あ る よ ）

当 日 用 意 し た

道 具 は コ チ ラ ！

女 子 的 貫 頭 衣 ＆

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作 り

月

女 子 的 貫 頭 衣 ＆

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作 り

班 長

 

井 筒

 有 紀 美

 

鶴 田

 純

 

柏 田

 紀 穂

 

鶴 井

 希 実 子

 

田 中

 圭 子

布 の 中 心 に 首 を 通 す 場 所 と 形
を 決 め て カ ッ ト 。 横 は 脇 下 部
分 を 左 右 と も に 縫 う 。

自 分 の 身 長 に 合 わ せ て 切 っ た 布 （ 大 体
2 m  く ら い ） を 半 分 に 折 る 。

開 け た 穴 を ペ ン チ で 広 げ る 。 腕 が 通 る
よ う に な っ た ら 、 や す り で 手 に 当 た る
部 分 を 磨 く 。

絵 の 具 で 好 き な 模 様 を 描 く 。 貝 殻 や ガ
ラ ス 玉 、 刺 繍 で 装 飾 し て も カ ワ イ イ ！

ソ ー イ ン グ 初 心 者 で も 簡 単 ！
模 様 や デ コ で 個 性 の 見 せ ど こ ろ ！

鉛 筆 で 形 を と っ て
荒 い 紙 や す り （ メ ッ
シ ュ の 8 0 番 ） で 大
体 の 形 を 整 え 、 目
の 細 か い 紙 や す り

（ 1 0 0 0 番 く ら い ） で
丁 寧 に 仕 上 げ る 。

腰 や 頭 に 巻 く 紐 を 選 ん で 合 わ せ る 。 腰
紐 は 三 つ 編 み に す る と ア ク セ ン ト に な
る よ ！

貫 頭 衣
         と は ？

一 枚 布 の 中 央 に 穴 を

開 け て 、 そ こ に 頭 を

通 し て 着 る 古 代 の 衣

服 。 『 魏 志 倭 人 伝 』

に も 登 場 し ま す 。

貝 輪
         と は ？

貝 で 作 っ た 腕 輪 。 縄

文 時 代 に は 身 近 に あ

る 貝 で 作 っ て い ま し

た が 、 弥 生 時 代 に な

る と 南 の 島 に し か な

い 貝 が 重 宝 が ら れ ま

し た 。

12
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メ ン バ ー

丈 夫 な シ ー チ ン グ 布 が

オ ス ス メ ！

割 れ や す い の で 注 意 ！

古 代 M E M O

好 き な 貝 殻 を 選 ん で 、 内 側 か ら か な づ
ち や キ リ で 穴 を 開 け る 。
ポ イ ン ト

小 さ な 貝 の 穴 を 開 け る に は 、 「 ハ ン ド ド リ ル 」

が あ る と 便 利 。 砥 石 で も  O K  ！

ヨ コ に 切 る と
ク ル ー ネ ッ ク 風

タ テ に 切 る と
V  ネ ッ ク 風

ポ イ ン ト

鉛 筆 な ど 細 い 棒 に 紙 や す り を 巻 い て 削 る と

内 側 の カ ー ブ が キ レ イ に 仕 上 が る 。

ア ワ ビ 貝 で

作 り ま し た

左 か ら

耐 水 性 紙 や す り （ 2 4 0 ～ 1 5 0 0  番 ） 、

メ ッ シ ュ の や す り （ 8 0 番  ） 、

砥 石

か ん

と う

い

と い し

部 員 の

コ メ ン ト

91 0

● こ だ わ っ た 点 や 工 夫 し た 点

　 女 子 な ら で は の も の 。 部 員 や マ ネ ー ジ ャ ー さ ん に 、 魚 屋 や す し 屋 か ら 材 料 を 調 達 し て も ら い ま し た ！

● 苦 労 し た 点 は ？

　 班 の メ ン バ ー と 話 し 合 い 、 時 間 を 分 け て 貫 頭 衣 も ア ク セ サ リ ー も ど ち ら も 製 作 体 験 で き る よ う に し ま し た 。

● 実 施 後 の 感 想 は ？

　 盛 り 上 が っ て も ら え た 。 時 間 が あ っ と い う ま で し た ♡

● 家 族 や 友 人 な ど の 反 応 は い か が で し た か ？

　 母 か ら は 「 楽 し ん で も ら え て よ か っ た ね 、 皆 さ ん が 作 っ た の も 是 非 見 て み た い ！ 」 と 言 わ れ ま し た 。

私 た ち が

　 担 当 し ま し た ！

1234
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女 子 的 　 　 　 　 　 　

チ
ョ
コ
作 り

月

女 子 的 　 　 　 　 　 　

チ
ョ
コ
作 り

﹁
1
3
5
0
年
前
か ら

 君 を 見

守
�
て
い
る
よ ﹂

班 長

 

大 内

 理 加

 

南 條

 瑠 里

 

林

 由 枝 子

 

松 生

 聖 淑

 

新

 茉 莉 絵

ホ ッ ト プ レ ー ト で 温 め た お 湯 の 中 へ
プ ラ ス チ ッ ク ね ん ど を 投 入 ！

使 う の は 本 物 を 正 確 に 3 D  プ リ ン タ で
再 現 し た こ の ３ つ の 型 ！ 1 3 5 0  年 前
の イ ケ メ ン 「 鬼 瓦 」 、 ア ー ト な 古 代 の
レ ン ガ 「 　 （ せ ん ） 」 、 細 か い 模 様 に そ
そ ら れ る 「 銅 鏡 」

お 好 み の チ ョ コ を 湯 せ ん に か け て 溶 か
し 、 プ ラ ス チ ッ ク ね ん ど 型 に 流 し こ も
う 。

チ ョ コ を テ ン パ リ ン グ 。 鬼 瓦 を 再 現 す
る 場 合 は 、 ホ ワ イ ト チ ョ コ  1  枚 に 黒
ご ま 2 0 g  が ベ ス ト な バ ラ ン ス ！

プ ラ ス チ ッ ク ね ん ど が 冷 え て か た く
な っ た ら 型 は で き あ が り ！

プ ラ ス チ ッ ク ね ん ど が 柔 ら か く な っ た
ら 、 手 ぬ ぐ い で 水 気 を し っ か り 取 っ て
ね ん ど が 熱 い う ち に 型 に 乗 せ て 成 形 。

チ ョ コ が 固 ま る 間 、 部 員 に よ る 「 鬼 瓦
の 楽 し み 方 」 の レ ク チ ャ ー を 開 設 。

型 ご と 冷 蔵 庫 で 約  1 時 間 冷 や す 。 固
ま っ た ら 、 型 か ら 外 し て ラ ッ ピ ン グ ！

1
テ ー マ

メ ン バ ー

水 気 が 残 る と 型 が 溶 け る

可 能 性 が あ る の で 注 意 ！

本 物
チ ョ コ

　  お 湯 で 柔 ら か く な る

　  プ ラ ス チ ッ ク ね ん ど

　  チ ョ コ レ ー ト

　   （ 型 1  個 に 板 チ ョ コ 1  枚 く ら い ）

　  黒 ゴ マ （ 石 の 質 感 を 出 す た め ）

　  ボ ウ ル

　  ス プ ー ン

　  小 さ な 椀

　  手 ぬ ぐ い （ ね ん ど の 水 気 を 取 る 。

　  タ オ ル は 繊 維 が 付 く の で  N G ）

当 日 用 意 し た

道 具 は コ チ ラ ！

お 湯 の 温 度 は

8 5 ℃ く ら い が ベ ス ト ！

失 敗 し て も

ま た 温 め れ ば  O K ！

チ ョ コ が 高 温 だ と 、 プ ラ ス チ ッ ク ね ん ど 型 が

溶 け る の で 気 を つ け て ！

古 代 M E M O

鬼 瓦 と は ？

鬼 面 を 表 し た 瓦 で 魔

よ け の 意 味 が あ る 。

型 に 使 っ た 九 博 所 蔵

の 鬼 瓦 は 約  1 3 5 0  年

前 の も の 。 凛 々 し い

顔 立 ち が 魅 力 。

銅 鏡 と は ？

青 銅 製 の 鏡 。 姿 見 の

他 、 ま つ り ご と に も

使 わ れ て い た 。 今 回

は 、 前 漢 時 代 に 中 国

で 作 ら れ た 「 草 葉 文

鏡 」 （ 九 州 国 立 博 物

館 蔵 ） が モ デ ル 。

　 と は ？

今 で い う レ ン ガ 。 今

回 の 型 に 使 っ た の は 、

太 宰 府 で 出 土 し た

「 文 様 　 」（ 九 州 歴 史

資 料 館 蔵 ） 。

せ ん

鬼 瓦

銅 鏡

完 成 ！
番 外 ！

鬼 瓦 講 座

開 講 ！

1 1

考 古 女 子 の バ レ ン タ イ ン は
古 代 チ ョ コ で ！

● 鬼 瓦

一 生 と 言 わ ず 、 1 3 5 0  年 見 守 っ て ほ し い ♡

ガ ッ ツ リ 本 命 に は 断 然 コ チ ラ ！

● 銅 鏡

身 分 が 上 の 人 か ら 下 の 人 に 贈 る 銅 鏡 は

ち ょ っ ぴ り  M  な あ の 人 に ぴ っ た り ！

●

ア ー ト に こ だ わ り の あ る 男 子 に は

お し ゃ れ な 　 で さ り げ な く ア ピ ー ル を ！

部 員 の

コ メ ン ト

私 た ち が

　 担 当 し ま し た ！

● こ だ わ っ た 点 や 工 夫 し た 点

　 本 物 っ ぽ さ を 追 求 し な が ら い か に 女 子 で あ る こ と を 忘 れ ず に い る か 。 そ の 両 立 で す ね ！

● 苦 労 し た 点 は ？

　 何 度 も 話 し 合 い を 行 い 、 試 作 を し な が ら 進 め ま し た 。 役 割 分 担 が で き た の が 心 強 か っ た で す 。

● 実 施 後 の 感 想 は ？

　 リ ア ル な チ ョ コ の 色 に 喜 ん で も ら え ま し た 。 チ ョ コ を 渡 し た 時 の 顧 問 の 笑 顔 も 最 高 で し た ♡

● 家 族 や 友 人 な ど の 反 応 は い か が で し た か ？

　 「 仲 間 が い て よ か っ た ね 」 と 。 女 子 考 古 部 に 入 る 前 は 、 古 代 の 話 が で き る 友 達 が い な か っ た の で 。
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女 子 的 土 器 作 り
月

女 子 的 土 器 作 り

水 を 少 し ず つ 加 え な が ら 、 手 の 平 を
使 っ て 耳 た ぶ く ら い の 固 さ に な る ま で
粘 土 を こ ね る 。

ま ず は 自 分 が 作 り た い も の を イ メ ー
ジ 。 写 真 な ど で 具 体 的 に イ メ ー ジ を 固
め よ う 。

一 段 積 み 上 げ る ご と に 、 つ な ぎ 目 を 消 す 。
油 断 す る と 横 に 広 が る の で 上 に 上 に を
意 識 し て 。

粘 土 ヒ モ を 土 台 の ふ ち に 沿 う よ う に 付
け る 。 同 じ よ う に 何 度 も 積 み 上 げ る 。

粘 土 を ヒ モ の よ う に 細 長 く 伸 ば す 。
1 本 の 粘 土 ヒ モ の 太 さ は 均 一 に ！ 一 度 に
何 本 か 作 っ て お く と 太 さ が そ ろ っ て 使
い や す い 。

下 に く っ つ か な い よ う に 葉 っ ぱ な ど を
敷 い て 、 そ の 上 に 土 台 を 作 る 。 最 初 は
や や 分 厚 く 。

あ る 程 度 形 が で き た ら 、 カ ー ブ を 付 け
た 粘 土 ヒ モ を 積 み 上 げ て 、 完 成 ！

内 側 に 粘 土 ヒ モ を 付 け る と 、 口 が す ぼ
ま り 、 段 々 と ツ ボ 形 が で き て く る 。

2
テ ー マ

メ ン バ ー

古 代 M E M O

縄 文 土 器
と は ？

1 万 数 千 年 前 か ら 作

ら れ て い た 土 器 。

縄 目 の 文 様 が 入 る の

が 特 徴 で す が 、 九 州

地 方 で は 好 ま れ ず 、

簡 素 な も の が 多 く 作

ら れ ま し た 。

弥 生 土 器
と は ？

弥 生 時 代 に な る と 土

器 は よ り シ ン プ ル に

な り 、 壺 （ つ ぼ ）、 甕 （ か め ） 、

高 杯 （ た か つ き ） が 基 本

形 に 。 弥 生 時 代 中 頃

の 福 岡 近 辺 で は 、 土

器 を 真 っ 赤 に 塗 る こ

と が ト レ ン ド に 。

班 長

 

佐 竹

 聖 子

 

副 班 長

 

末 次

 水 貴

 

中 村

 有 仁 子

 
 

橋 本

 愛

 

渡 邉

 裕 子

ポ イ ン ト

上 に 行 く に つ れ 少 し ず つ 粘 土 ヒ モ の 太 さ を 細 く

す る の が コ ツ ！

完 成 ！

● 材 料 は ど こ で 買 え る ？

　 焼 か ず に 土 器 の 質 感 が 再 現 で き る 「 テ

　 ラ コ ッ タ 粘 土 」 が 便 利 。 ホ ー ム セ ン タ ー

　 な ど で 販 売 し て い る 。

● ど ん な 形 を 作 る ？

　 博 物 館 に 行 っ た り 、 本 を 見 た り し て 、

　 完 成 形 の イ メ ー ジ を 具 体 的 に ！

　 そ し て 、 完 成 後 、 本 物 の 土 器 と 比 べ て

　 み る と 、 今 ま で 見 え な か っ た 所 が 見 え

　 て く る ！ ？

コ ツ
土 器 づ く り の

● 文 様 を つ け て み よ う ！

　 粘 土 が 乾 く 前 に 表 面 に 麻 ヒ モ な ど を 転 が

　 し 、 跡 を つ け て み よ う 。 ヒ モ を 2 本 合 わ

　 せ て ひ ね り 、 よ り 太 く す る と 、 さ ら に

　 は っ き り し た 文 様 に な る 。 二 枚 貝 の ギ ザ

　 ギ ザ 部 分 や 巻 き 貝 の 表 面 を 使 っ て 型 を つ

　 け る の も オ ス ス メ ！

p h

横 か ら み る と
カ ー ブ

部 員 の

コ メ ン ト

私 た ち が

　 担 当 し ま し た ！

● こ だ わ っ た 点 や 工 夫 し た 点

　 本 気 の 土 器 作 り 。 土 器 名 人 に 事 前 に 習 い に 行 き 、 動 画 な ど も 準 備 し ま し た 。

● 苦 労 し た 点 は ？

　 活 動 内 容 を 決 め る の に 一 番 悩 み ま し た 。 皆 さ ん の 自 由 な 作 品 を 見 て 、 こ れ で よ か っ た と ホ ッ と 安 心 。

● 実 施 後 の 感 想 は ？

　 イ メ ー ジ を 形 に す る 難 し さ に 直 面 し つ つ も 『 土 器 作 り に ハ マ り そ う ！ 』 と 楽 し ん で 頂 け ま し た 。

● 家 族 や 友 人 な ど の 反 応 は い か が で し た か ？

　 友 人 に 見 せ た ら 、 「 実 際 に 作 る と 、 土 器 と い う よ り 芸 術 作 品 に 見 え る ね 」 と 言 わ れ ま し た ♪
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　 大 宰 府 政 庁 跡 に 集 合 。 ま ず は 大 宰 府 展示 館 で 四 王 寺 山 の 地 図 を 入 手 し て 出 発 。　 ・ 　 学 校 院 跡 （ 役 人 の 学 校 ） で 出 土 した 「 文 様

塼
」 に つ い て 学 ぶ 。 太 宰 府 天 満

宮 参 道 な ど で 見 か け る タ イ ル は  「 文 様

塼
」

が モ デ ル 。　 〜 　 観 世 音 寺 で 国 宝 の 梵 鐘 （ 日 本 最 古の 梵 鐘 の 一 つ ） を 眺 め る 。　 〜 　 戦 国 時 代 の 山 城 ・ 岩 屋 城 跡 で 太 宰府 の 町 を 見 下 ろ し 一 休 み 。 城 主 の 墓 に もお 参 り 。　 四 王 寺 山 山 頂 で 一 三 五

 〇 年 前 に 造 ら れ

た
土 塁 を テ ク テ ク 。

　 焼

米
ヶ
原 で 炭 化 米 を 探 す 。

　 ・ 　 太 宰 府 口 城 門 跡 を 見 学 。　 ・ 　 ち ょ っ と 寄 り 道 し つ つ 下 山 。●
大 宰 府 展 示 館

　 大 宰 府 史 跡 の 発 掘 調 査 で 見 つ か っ た 　　 遺

構
（ み ぞ

）
の 一 部 が 見 ら れ る 。

　 福 岡 県 太 宰 府 市 観 世 音

寺

4-

6-
1

●
大 宰 府 政 庁 跡

　 九 州 を 統 括 し た 役 所 の 跡 。　 福 岡 県 太 宰 府 市 観 世 音

寺

4-

6

●
学 校 院 跡

　 大 宰 府 政 庁 の 役 人 の 学 校 跡 。●
観 世 音 寺

　 国 指 定 史 跡

。

8世 紀 に 作 ら れ る 。

　 国 宝 の 梵 鐘 は 今 で も 現 役 。　 福 岡 県 太 宰 府 市 観 世 音

寺

5-

6-

1

●
岩 屋 城 跡

　 戦 国 時 代 の 山 城 跡 。 近 く に は 城 主 高 橋　
紹 運 の 墓 も あ る 。

●
大 野 城 跡

　 大 宰 府 を 守 る た め に 築 い た 古 代 山 城 。・ 土 塁　 四 王 寺 山 の 山 頂 を 一 周 す る 土 の 城 壁 。・ 焼

米 ヶ

原

　 倉 庫 跡 。 炭 化 米 が 発 見 さ れ た 。・ 太 宰 府 口 城 門 跡　
土 塁 に 守 ら れ た 山 城 に 入 る た め の 門 跡 。

1  日 の ツ ア ー と い っ て も 、 史 跡 だ ら け の 太 宰 府 は 見 所 も 多 く 、

そ の 分 歩 く 距 離 も 長 く な り ま し た 。 特 に 四 王 寺 山 は 全 員 息

も 絶 え 絶 え に 。 「 簡 単 に 登 れ る 山 っ て 聞 い た の に 、 だ ま さ れ

た ！ 」 と の 声 も 。

1 6 1 5

D A Z A I F U
M E G U R I
き ゅ ー は く の 地 元  太 宰 府 の 史 跡 め ぐ り

番 外 編

今 回 の 案 内 人 　

考 古 学 者 ら し く 、 地 図 を 片 手 に 地 形 を 意 識 し な

が ら 探 索 し ま し た 。 山 城 を 攻 め る の が い か に 大

変 な こ と か 、 身 を も っ て 体 感 し て い た だ け た か

と 思 い ま す 。

小 嶋  篤副 顧 問

や ま じ ろ

1

124

6

71 01 1

9

1 2

1 3

1 4

1 5 3

2

7

1 1

1 4

1 5

1 2

1 3

8

9

1 0

3

4

56

女 子 考 古 部 の 番 外 編 と し て 、 き ゅ ー は く 周 辺 の 遺 跡 を 巡 る ツ ア ー を 開 催 ！

今 回 は 、 小 嶋 副 顧 問 と い っ し ょ に 、 プ チ 登 山 を 楽 し み つ つ 、 意 外 に 知 ら

な か っ た 太 宰 府 の こ と を 学 ん で 、 大 満 足 ！ な １ 日 で し た 。

女 子 考 古 部 、 山 城 を 駆 け る ！太 宰 府 周 辺 お さ ら い ツ ア ー
今 回 は 、 大 宰 府 政 庁 跡 に 集 合 。学 校 院 跡 〜 観 世 音 寺 〜 岩 屋 城 跡 〜大 野 城

 土 塁 〜 焼 米

 ヶ
原 〜

太 宰 府 口 城 門 跡 の ル ー ト 。
今 回 訪 れ た の は

…

今 回 の 感 想 　

い い 汗 か い た ～ ！

や ま

じ ろ

せ ん

た か

じ ょ  う

う ん

は し
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4

5

7 3

1 0

8

6

9

1 1

1 2

ド ッ ト は 前 と 後 ろ で

色 を 変 え て い ま す 。  

大 内 理 加
胸 元 に つ い た ２ 枚 の

貝 が ポ イ ン ト で す ！   

橋 本 愛

天 然 石 ビ ー ズ と

両 サ イ ド の 縫 い

目 が こ だ わ り ！   

渡 邉 裕 子

王 塚 古 墳 の 装 飾 を

イ メ ー ジ し ま し た ！   

井 筒 有 紀 美

古 墳 時 代 に 流 行 し た

直 弧 文 が ア ク セ ン ト ！   

松 生 聖 淑

素 朴 で ラ フ な デ ザ イ ン を

目 指 し ま し た ！   

田 川 麻 衣
ポ イ ン ト は 、 チ ブ サ ン

古 墳 の 円 文 ・ 三 角 文 ！   

前 野 り り え

肩 に 太 陽 の 模 様 を

入 れ て ま す   

新 茉 莉 絵

毛 皮 を 羽 織 っ て 狩 猟 感 を

出 し ま し た ！   

中 村 有 仁 子
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お し ゃ れ 大 好 き な 女 子 考 古 部 の 面 々 が古 代 人 の 貫 頭 衣 を 大 胆 ア レ ン ジ し ち ゃ い ま し た ！弥 生 時 代 は も ち ろ ん 、 現 代 で も 視 線 集 中 のニ ュ ー 貫 頭 衣 を ぜ ひ ご 覧 あ れ ！

両 サ イ ド の ス テ ッ チ と

珊 瑚 に 注 目 で す ！   

佐 竹 聖 子

古 代 に 忠 実 に 、

布 の 素 材 感 を 全

面 に 出 し て ま す 。   

酒 村 ゆ ず み

A L L  刺 繍 で 仕 上 げ ま し た ♪   

今 橋 美 紅

髪 を 左 右 に 分 け る 。

　  耳 の 前 で 結 ん で 、

　  下 に 輪 を 作 る 。

　  残 り の 髪 で

　  上 の 輪 を 作 る 。

　  余 っ た 髪 は 下 の

　  輪 の 中 に 押 し 込 む 。

　  結 っ た 部 分 の 上 か ら 紐 を 結 ぶ と

　  さ ら に オ シ ャ レ ！

か ん

と う

い

ち ょ っ こ も ん

て

土  器  の

み ず ら 風

ヘ ア ス タ イ ル
の 作 り 方

古 墳 時 代 の 成 人 男 性 の
ヘ ア ス タ イ ル に 挑 戦 !

1.

2.

4.

3.

5 . 完 成 ！

ポ ッ プ な 北 欧 テ イ ス トポ ッ プ な 北 欧 テ イ ス ト

古 墳 　 ア ・ ラ ・ モ ー ド古 墳 　 ア ・ ラ ・ モ ー ド

波 模 様 貫 頭 衣波 模 様 貫 頭 衣

古 墳 に 吹 く 爽 や か な 風古 墳 に 吹 く 爽 や か な 風

女 王 様 に 仕 え る 侍 女 系 古 代 人女 王 様 に 仕 え る 侍 女 系 古 代 人

土 器 の ひ び 割 れ土 器 の ひ び 割 れ

シ ン プ ル

 イ ズ

 ベ ス ト

シ ン プ ル

 イ ズ

 ベ ス ト

こ の 春 は ミ ニ で 決 め る ！こ の 春 は ミ ニ で 決 め る ！

縄 文 人縄 文 人

わ ら び 手 文 が 好 き ♡わ ら び 手 文 が 好 き ♡

や っ ぱ り 、 赤 ！や っ ぱ り 、 赤 ！
お 買 い も の へ

G O

！

お 買 い も の へ

G O

！



き ゅ ー は く 女 子 考 古 部 マ ネ ー ジ ャ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 西 島 亜 木 子

　 　 　 　 　 　 　 　 山 下 久 美 子

　 　 　 　 　 　 　 　 鮫 島 由 佳

部 員 よ り 楽 し ん じ ゃ い ま し た ！

ど ん ぐ り の 見 分 け 方 が わ か っ て 、

サ バ イ バ ル 能 力 が 上 が り ま し た ～ ！
9 ヶ 月 に 渡 る 部 活 動 に 全 力 で 取 り 組 ん だ

古 代 ラ ブ な 女 子 考 古 部 員 に 聞 き ま し た ！

「 あ な た に と っ て の 考 古 学 と は ？ 」
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行って、見て、作って、食べて、体感するもの！（井筒有紀美）

答えがあるようで、ない。 自由に想い、ロマンを感じることができる♡（中村麻衣子）

「
温
故
知
新
」
と
い
う
言
葉
を
改
め
て
考
え
る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
！

（
酒
村
ゆ
ず
み
）

古
代

に
暮

ら
し

て
い

た
私

を
探

し
て

い
る

よ
う

な
気

に
な

り
ま

す
。

（
大

内
理

加
）

む
か

し
が

あ
る

か
ら

い
ま

じ
ぶ

ん
が

い
き

て
い

る
。

（
い

は
ら

わ
か

）　
　

子
ど

も
の

和
花

へ
と

繋
が

っ
て

い
る

も
の

。
（

猪
原

恵
美

）

未
知
な
る
体
験
！
（
大
嶌
洋
子
）　
　
　

”
楽
し
い
出
会
い
が
あ
る
学
び
”
で
す

( ^ .^ )（
平
井
さ
く
ら
）

全
て
が
あ
っ
て
、
今
が
あ
る
。
（
佐
竹
聖
子
）
　
　

こ
れ
ま
で
は
「
思
い
を
馳
せ
る
も
の
」、

今
は
「
体
験
し
楽
し
む
も
の
」。

 （
渡
邉
裕
子
）  

昔
の

誰
か

の
畏

れ
や

祈
り

を
感

じ
ら

れ
る

も
の

。
（

加
藤

弥
生

）

文
系

で
あ

り
理

系
で

あ
る

。
石

室
内

で
私

の
思

考
は

数
千

年
の

過
去

へ
タ

イ
ム

ト
リ

ッ
プ

。
（

稗
田

雅
矢

）

今 も 昔 も 人 っ て 変 わ ら な い ん だ な と 実 感 。 （ 林 由 枝 子 ）

は る か な る 時 空 へ の 旅 。 （ 大 畠 祐 子 ）
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今と昔をつなぐもので、学びの手掛かり。（平井すみれ）

人類の美の萌芽を知る手段。土器のデザインなど興味深かったです。（田中圭子）

貫
頭
衣
な
ど
の
モ
ノ
づ
く
り
で
無
心
に
な
れ
て
、
た
の
し
か
っ
た
で
す
♡

（
前
野
り
り
え
）

子
供

の
頃

大
好

き
で

読
ん

で
い

た
冒

険
物

、
そ

こ
か

ら
の

付
き

合
い

で
す

。（
末

次
水

貴
）

貴
重

な
体

験
楽

し
か

っ
た

で
す

！
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

！
（

南
條

瑠
里

）

縄
文

土
器

 弥
生

土
器

 ど
っ

ち
が

好
き

？

 ど
っ

ち
も

 ド
キ

。
（

中
村

有
仁

子
）

古
代
人
の
創
造
力
と
現
代
人
の
想
像
力
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
。（
鶴
田
純
）

有
給
を
取
っ
て
で
も
学
び
た
い
！
わ
く
わ
く
す
る
手
作
り
の
く
ら
し
。（
今
橋
美
紅
）

人
類
の
成
長
を
追
っ
て
い
き
、
そ
れ
を
糧
に
自
分
自
身
も
成
長
す
る
も
の
。（
橋
本
愛
）

見
て
知
っ
て
感
動
を
味
わ
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
！
と
て
も
面
白
い
で
す
！
（
田
川
麻
衣
）

今
に

続
く

ま
っ

た
く

違
う

世
界

へ
の

探
検

。
人

の
可

能
性

を
知

る
手

が
か

り
。 （

平
井

う
ら

か
）

自
由

な
発

想
で

モ
ノ

を
見

る
時

間
。

色
ん

な
可

能
性

に
ワ

ク
ワ

ク
し

ま
す

！
（

新
　

茉
莉

絵
）

動 い て み な い と 分 か ら な い 世 界 ！ 歩 い て 体 験 し て よ り 楽 し く な る ！
（ 小 柳 綾 夏 ）

知 れ ば 知 る ほ ど わ か ら な い 面 白 さ 。 （ 松 生 ま さ よ ）



古 代 の 食 に つ い て 知 り た い な ら 、 実 際 に 味 わ っ て み る の が 一 番 !

そ こ で 、 き ゅ ー は く 女 子 考 古 部 が 実 際 に 作 っ た レ シ ピ を ご 紹 介 し ま す !

意 外 と グ ル メ （! ? ） な 古 代 人 の 食 生 活 を ぜ ひ 体 感 し て み て 。

ク ッ キ ー と い う 名 称 で す が 、 お や き み

た い な も の 。 調 味 料 は 何 も 入 れ な い の

で 、 素 材 の 味 が 決 め 手 。 は ち み つ な ど

を か け て も 意 外 に 合 い ま す 。

太 古 の 昔 か ら 利 用 さ れ て い た 食 材 で つ

く る 、 あ た た か い ス ー プ 。 古 代 人 も こ

ん な ス ー プ を 飲 ん で い た か も ! ?

黒 、 赤 、 緑 、 ピ ン ク 、 古 代 米 は カ ラ フ

ル !  う る ち 米 に 比 べ 、 ア ン ト シ ア ニ ン ・

タ ン ニ ン ・ カ ル シ ウ ム ・ ミ ネ ラ ル 等 を

多 く 含 む も ち 米 で す 。

作 っ て 学 ぼ う !

・ ど ん ぐ り 粉...................  1 0 0 ｇ

・ 山 芋 (  す り お ろ し ) .....  5 0 ｇ

・ ひ き 肉 ..........................  5 0 ｇ

・ く る み ..........................  1 0 ｇ 　

・ 卵.................................. 1 個

材 料 （ 直 径 ４ c m × １ ０ コ ）

● 作 り 方

１,  す べ て の 材 料 を ね ば り が で る ま で

　  よ く 混 ぜ 合 わ せ る 。

２,  約 ４ c m  位 に 平 た く 丸 め る 。

３,  フ ラ イ パ ン な ど で 両 面 を 焼 く 。

● 作 り 方

１,  具 材 を 食 べ や す い 大 き さ に 切 る 。

２,  鍋 に 具 材 と 水 （ だ し ） を 入 れ 火 が

　  通 る ま で 煮 る 。 ア ク は 適 宜 と る 。

３,  塩 、 酒 で 味 を と と の え る 。

M E M O

ど ん ぐ り 粉 に は 大 粒 の マ テ バ シ イ が オ ス ス メ 。

炒 っ て 熱 い う ち に フ ー ド プ ロ セ ッ サ ー で 粉 に し ま し ょ う 。

M E M O

世 界 最 古 の 野 菜 の 一 つ と 言 わ れ て い る 「 大 根 」 や

日 本 原 産 の 野 菜 「 せ り 」 な ど 野 菜 た っ ぷ り !

M E M O

赤 米 や 黒 米 な ど の 古 代 米 は 、 道 の 駅 や お 米 屋 さ ん

な ど で 購 入 で き ま す 。 探 し て み て ね 。

・ 大 根 ..............................  6 0 ｇ

・ せ り ..............................  適 量

・ 里 芋 ..............................  8 0 ｇ （ 1 個 ）

・ 鶏 肉 （ モ モ ）.................  3 0 ｇ

・ 水 （ だ し ）.....................  4 0 0 ｇ

・ 塩 、 酒 ..........................  少 々
● 作 り 方
1,  白 米 と 古 代 米 を 合 わ せ て 米 を 研 ぎ 、
　 鍋 に 入 れ て そ の ま ま １ 時 間 お い て 浸
　 水 さ せ る 。
２,  お 鍋 で 炊 く 　
　 沸 騰 す る ま で 強 火 → 沸 騰 後 中 火 5 分
　 → 弱 火 １ ５ 分 → 焼 き し め ・ 強 火  3 0  秒
　 → 蒸 ら し 1 0 ～ 1 5 分 で 完 成 。

材 料 （ ２ 人 分 ）

・ 白 米 .................... 2 合

・ 古 代 米 ................ 大 さ じ 1 ～ 2 杯

材 料

た い こ な

私 の L O V E I T

女 子 考 古 部 が と き め い た遺 跡 と 名 品 を 直 撃 ！あ な た も き っ と 恋 に 落 ち る ハ ズ 。

き ゅ ー は く 周 辺 の 遺 跡 も ラ ン ク イ ン 。 イ ケ メ

ン 鬼 瓦 （ P 1 2 ） も 大 宰 府 政 庁 の 屋 根 で 睨 み を

き か せ て い た そ う 。

熊 本 県 山 鹿 市 に あ る 装 飾 古 墳 。 そ の 形 か ら 「 乳

の 神 様 」 と 信 仰 さ れ て い る そ う 。 女 子 的 に は

要 チ ェ ッ ク ！

　 例 え ば 、 最 初 に 縄 文 土 器 に 縄 目 の 模 様 を 入 れた の は ど ん な 人 で し ょ う ？ 　 き っ と 古 代 人 の 中で も 、 好 奇 心 旺 盛 で 今 を 楽 し む 事 が で き る 人 、そ う 、 多 分 こ ん な 人 達 。女 子 考 古 部 の 皆 さ ん に 会 う 度 に そ ん な 考 え が 浮か び ま す 。　 遺 跡 の 向 こ う に 、 古 代 の 暮 ら し を 想 っ て 胸 を焦 が す 、 ち ょ っ と や っ か い な 、 だ け ど チ ャ ー ミン グ な 考 古 女 子 達 。 こ の 輪 に 参 加 す る 事 が で きて 、 本 当 に 嬉 し く 思 い ま す 。　 こ の 冊 子 に は 、 そ ん な 女 子 考 古 部 が 体 当 た りで 挑 ん だ 活 動 を 収 め て い ま す 。 活 動 を 通 し て 感じ た 考 古 学 の 楽 し さ を 少 し で も お 伝 え で き れ ばと 、 初 心 者 で も 気 軽 に 試 せ る よ う な ネ タ を 入 れて い ま す 。 こ の 一 冊 が 新 た な 考 古 フ ァ ン を 発 掘す る き っ か け に な れ ば 幸 い で す 。　 最 後 に な り ま し た が 、 ず っ と 活 動 を 支 え て くだ さ っ た 岸 本 顧 問 や マ ネ ー ジ ャ ー さ ん 、 九 博 スタ ッ フ の 皆 様 、 デ ザ イ ナ ー の 川 村 さ ん 、 本 当 に本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。

（ 大 内 ）

女 子 考 古 部 冊 子 制 作 委 員 会冊 子 編 集 長

 

大 内 理 加

女 子 考 古 部 マ ネ ー ジ ャ ー

 

西 島 亜 木 子

 

山 下 久 美 子

 

鮫 島 由 佳

デ ザ イ ン ・ イ ラ ス ト

 

川 村

 晃 子

発 行

 

九 州 国 立 博 物 館

編 集 後 記

遺 跡 編

女 子 考 古 部 の メ ン バ ー の こ と 少 し だ け 教 え ち ゃ い ま す

名 品 編

1 位

2 位

3 位

王 塚 古 墳 （ 詳 し く は  P. 4 へ ）

大 宰 府 政 庁 跡 （ 詳 し く は  P. 1 5 へ ）

チ ブ サ ン 古 墳

6  世 紀 中 頃 に 作 ら れ た 前 方 後 円 墳 。

も と も と 好 き な 古 墳 で 挙 げ て い る 人 も 多 か っ

た の で す が 、 9  月 の 活 動 で 行 っ て か ら フ ァ ン

が 急 増 。 ア ー ト な 装 飾 壁 画 は シ ビ れ ま す ！

か わ い い 馬 形 の 埴 輪 。 馬 具 な ど の 装 飾 も よ く

表 現 さ れ て い る の で 、 観 察 し て み よ う ！

鏡 の 内 側 に 帯 状 の 文 様 が あ り 、 そ こ に 獣 の 文 様

が 繰 り 返 し デ ザ イ ン さ れ て い る の で 獣 帯 鏡 。

※ 展 示 さ れ て い な い 場 合 も あ り ま す 。

1 位

2 位

3 位

鬼 瓦 　 奈 良 時 代 　 8  世 紀

埴 輪 　 馬 　 古 墳 時 代 　 5  ～ 6  世 紀

獣 帯 鏡 　 古 墳 時 代 　 6  世 紀

大 宰 府 政 庁 跡 の 北 の ほ う の 畑 か ら 偶 然 発 見 さ

れ た 鬼 瓦 は 古 代 大 宰 府 の シ ン ボ ル 的 存 在 。 青

み を 帯 び た 灰 色 の ヒ ミ ツ は 、 型 取 り し た 土 を

密 閉 し た 窯 で 高 温 焼 成 し て い る か ら 。

　  好 き な 動 物

1  位 　 猫

2  位 　 犬

3  位 　 鳥 類

猫 が ダ ン ト ツ 1  位 ！ 猫 と 古 墳 、 形 が 似 て い る の か も ？

　  部 員 の 星 座

1  位 　 水 瓶 座

2  位 　 牡 羊 座 ・ 蟹 座

3  位 　 山 羊 座 ・ 乙 女 座 ・ 魚 座

寒 い 時 期 と 梅 雨 時 生 ま れ が 多 い の は な ぜ ･ ･ ･ 。

　  骨 フ ェ チ

「 生 物 と し て の 骨 で は な く 、 発 掘 さ れ た 遺 物 と し て

の 骨 が 好 き ！ 」 一 番 好 き な 骨 は 「 尺 骨 」 だ と か 。

　  意 外 と ア ウ ト ド ア 派

山 登 り や マ ラ ソ ン 、 中 に は 1 0 0 キ ロ ウ ォ ー ク に 挑 戦

し た つ わ も の も 。

き ゅ ー は く で 会 え る

2 2 2 1
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